
Device Overview

注意：この図の製品は EchoTip Ultra 22 ga（ECHO-3-22）です。

QUICK REFERENCE GUIDE

System Prep

シリンジの活栓を「開」の状態にしてプランジャ
ロックを押さえ、プランジャをシリンジ内に完全
に押し込めます。活栓を「閉」の位置に回して、
選択可能な固定位置（プランジャロック：2 段階
固定）までプランジャを手前に引き、固定します

ニードル シース

スライド式シースアジャスタ ニードルハンドル

シース長リファレンスマーク

安全ロックリング

スタイレット・ハブ

一方活栓（図は「開」位置）プランジャ

Step 1

標的部位を確認します。内視鏡に挿入する前に、 
ニードルがシース内に完全に収納されていること
を確認します。内視鏡に挿入し、接続部に達する
まで進めます。ハンドルを時計回りに回して、デ
バイスを接続します。安全リングを” ０” の位置
で固定すること。

Step 3

針先の突出部分を所望の長さに設定するため、安
全リングのつまみを緩め、所望する針管の長さの
目盛を表示窓に合わせて、つまみを締めます。ニー
ドルを標的部位の中へ進めます。
警告：穿刺前に、スタイレットをニードルハンドル
のルアーフィッティングから約 1 cm 引っ込める必
要があります。

Step 2

シースの長さを調節する場合は、スライド式シー
スアジャスタの蝶ネジを緩め、所望の長さになる
までスライド式シースアジャスタをスライドさせ、
蝶ネジを締めます。シースが内視鏡の作業チャン
ネルから出ていることを確認します。



Step 5

準備していたシリンジをデバイスに接続し、活栓
を開いて、針管内を減圧することで生検を行いま
す。標的部位内でニードルのハンドルを慎重に小
さく前後に動かします。生検が終了後、活栓を「閉」
の位置に回します。

Step 6

ニードルをシース内に完全に収納し、安全リング
のつまみを「0」の位置で固定します。

Step 4

生検にはシリンジ吸引法が使用できます。
プラスチックハブを慎重に引いて、スタイレットを
抜去します。必要に応じて、検体採取を繰り返す
場合に備えて、スタイレットを適切に保管します。 

Step 7

ハンドルを反時計回りに回して、内視鏡のアクセ
サリチャンネルポートに接続されたチャンネルア
ダプタからニードルを外し、デバイス全体を内視
鏡から外します。

Step 8

安全リングのつまみを緩めて、針先を出します。 
新しいシリンジまたはスタイレットを使用して検
体を取り出し、施設のガイドラインに従って準備
します。
追加の組織を採取する場合は、スタイレットを生
理食塩水または滅菌水で拭き、Step 1 ～ 8 を繰
り返します。

本品の詳しい使用方法は最新の添付文
書を参照してください。
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